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『 VDI版 Cisco Jabber Softphoneの新情報』—Windowsリリース 12.7(1)

Cisco Jabberのサポート

Windows版 Cisco Jabber forリリース 12.7(1)のサポートが追加されました。

64ビット向けのシスコヘッドセットのサポート

Microsoft Windowsの 64ビット版では、シスコヘッドセットのコール制御のサポートが強化され
ています。

『VDI版 Cisco Jabber Softphoneの新情報』：Windowsリリース 12.7

Cisco Jabberのサポート

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、次のWindows版 Cisco Jabberリリース12.7の新機能をサポート
しています。

• BOTサポート

•単一回線の電話番号またはラベルを表示

• Extend & Connectのコールプログレスインジケータ
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•チャットルームは、参加者リストの可視性を維持する

• Cisco Webex Control Hubを介してクライアントを構成する

• [電話の会話（Call Conversation）]ウィンドウの [デバイス選択（Device Selection）]メニュー

•セキュリティラベルの強化

•コンテンツ管理設定(ECM)サポート

• People Insights

• Office 365の移行認証通知の改善

•ボイスメールの改善

•現代的なデザイン

•更新トークンの OAuth処理

• OAuthサインアウト動作

•オンデマンドレコーディング

•非 Jabberアクティビティに基づくプレゼンス

•プロキシ認証サポート

•引用メッセージ

• Themes

Cisco Jabberの新しい機能の詳細については、『 Release Notes For Windows版 Cisco Jabber』
(https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-windows/
products-release-notes-list.html)を参照してください。

VDI版Cisco Jabber SoftphoneでサポートされていないCisco Jabber機能のリストについては、Cisco
Jabberの機能, on page 9を参照してください。

CTIフェールオーバーのサポート

CTIフェールオーバーのサポートが追加されました。フェールオーバーが発生すると、あるCisco
ユニファイドコミュニケーションマネージャから別のへと、Cisco JabberWindowsでは電話機の
機能が維持されます。

ヘッドセット設定パラメータ

このリリースには、ヘッドセットの選択を制御するための新しいパラメータが含まれています。

デフォルトでは、新しいヘッドセットを接続すると、Cisco Jabberによって優先順位リストの先頭
に追加されます。これは、一部のホットデキング環境の問題です。ユーザがシンクライアントと

ヘッドセットを移動すると、組み込みマイクが優先デバイスになります。このパラメータを設定

して、ユーザのヘッドセットが優先デバイスのままになるようにすることができます。

このパラメータは、VDI版 Cisco Jabber Softphone (すべてのプラットフォーム)にのみ適用されま
す。
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このパラメータを使用して、Cisco Jabberが新しいデバイスを上部に追加するか、または詳細設定
のデバイスプライオリティリストの一番下に追加するかを指定できます。

• PreferNewDevice (デフォルト): Cisco Jabberは新しいヘッドセットをリストの上部に追加し、
優先デバイスにします。

• PreferOldDevice: Cisco Jabberは、設定された優先デバイスに変更を加えずに、新しいヘッド
セットをリストの一番下に追加します。

例：

<HeadsetPreferenceOnVDI>PreferOldDevice</HeadsetPreferenceOnVDI>

多回線サポート

Cisco Jabberマルチライン機能のサポートが追加されました。複数回線は、複数の設定済み回線を
持つユーザに対して、保留、転送、コール転送などの通話切替機能を提供します。マルチライン

はビデオコールに対しても機能します。ソフトフォンモードで、最大 8回線を設定できます。
ユーザがMobile & Remote Access (MRA)を使用してCisco Jabberにアクセスする場合、プライマリ
回線のみがサポートされます。

Windows版 Cisco Jabberでは、Cisco Hosted Collaboration Solution（HCS）、Cisco Packaged Contact
Center Enterprise（PCCE）、Cisco Contact Center Enterprise（CCE）およびCisco Unified Contact Center
Express（CCX）11.6（最大 4回線）がサポートされています。詳細については、Cisco Jabberの機

能設定ガイドを参照してください。

ローミングプロファイル

仮想環境では、ユーザが常に同じ仮想デスクトップにアクセスするわけではありません。一貫し

たユーザーエクスペリエンスを保証するには、Cisco Jabberを起動するたびにプロファイルにアク
セスできる必要があります。ローミングプロファイルのサポートが追加されました。VDI版Cisco
Jabber Softphoneの Cisco Jabberはユーザデータを次の場所に保存します。

%currentuser%\AppData\ローカル \シスコ

•連絡先：連絡先キャッシュファイル

•履歴：コールとチャットの履歴

•写真キャッシュ：ディレクトリの画像をローカルにキャッシュ

％currentuser％\ AppData \ ローミング \シスコ

•コンフィギュレーション：ユーザコンフィギュレーションファイルを保持し、コンフィギュ
レーションストアキャッシュを保存

•クレデンシャル：暗号化されたユーザ名とパスワードファイルを保存

ファイルの暗号化と復号化はWindowsユーザプロファイルにリンクされているため、次のフォル
ダにアクセスできることを確認してください；

• C:\Users\username\AppData\Roaming\Microsoft\Crypto
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• C:\Users \ username \AppData\Roaming\Microsoft\Credentials

• C:\Users\username\AppData\Local\Microsoft\Crypto

• C:\Users \ username \AppData\local\Microsoft\Credentials

詳細については、Cisco Jabberのプランニングガイドを参照してください。

Citrix仮想アプリとデスクトップサポートの更新

Citrix仮想アプリケーションとデスクトップは、以前は Citrix XenAppおよび Citrix XenDesktopと
呼ばれていました。

VDI版 Cisco Jabber Softphone リリース 12.7は、Citrixベースの公開されたデスクトップ、共有デ
スクトップおよび共有アプリケーション (フルスクリーンモードとwindowsモード)をサポートし
ています。

バージョンサポート戦略

Windows版 Cisco Jabberおよび Cisco JVDI Agentのバージョンは常に一致している必要がありま
す。ただし、JVDIクライアントバージョンは同じか、以前のリリース（N-1サポート）を使用で
きます。次のバージョンの組み合わせがサポートされています。

• Windows版 Cisco Jabber Release 12.7、Cisco JVDI Agent Release 12.7および Cisco JVDI Client
Release 12.7

• Windows版 Cisco Jabber Release 12.7、Cisco JVDI Agent Release 12.7および Cisco JVDI Client
Release 12.6

一般的な要件

一般的な要件は、すべての VDI版 Cisco Jabber Softphoneプラットフォームに適用されます。

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみがサ

ポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能しなくな

る可能性があります。

Important

アクセサリ

推奨される音声およびビデオアクセサリのリストについては、http://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlの「Unified Communications Endpoint and Client
Accessories」を参照してください。

すべての Jabraデバイスが最新のファームウェアを実行していることを確認します。Jabra Direct
を使用してファームウェアを更新できます。

Windows版 Cisco Jabber

Cisco Jabberホステッド仮想デスクトップ (HVD)で実行されているWindows 12.7の場合。
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仮想環境の互換性の詳細については、リリースのCisco Jabberドキュメントを参照してください。

Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ

推奨:CUCMリリース 11.5 (1) SU3以降

最小値:CUCMリリース10.5

接続ブローカー:ホスト仮想デスクトップにインストールされます。

• Citrix仮想アプリとデスクトップ（旧称XenAppおよびXenDesktop）バージョン7.x –7.1909お
よび 7.15 LTSR（CU4まで）

共有デスクトップは、フルスクリーンモードでのみサポートされます。公開されたアプリ

ケーションは、VDI版 Cisco Jabber Softphone (Windows)の全画面モードでサポートされてい
ます。

• VMwareホライズン 6バージョン 6.x –7.10

接続ブローカーは、ホスト仮想デスクトップへの接続を作成するソフトウェアです。接続ブロー

カーは、次のような多数のタスクを実行します。

•ユーザ名を検証し、ユーザの接続を提供します。

•ユーザが特定の仮想デスクトップに接続できるようにします。

オペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインストールされています。

• Microsoft Windows 7（32ビット）

• Microsoft Windows 7（64ビット）

• Microsoft Windows 8（32ビット）

• Microsoft Windows 8（64ビット）

• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1 64（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）

• Microsoft Windows 10（64ビット）

サーバオペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインストールされています。

• Microsoft Windowsサーバ 2012 R2

• Microsoft Windows Server 2016

ポート要件

VDI版Cisco Jabber Softphoneは、Cisco Jabberと同じポートと、次の追加のポート範囲が必要です。
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Table 1:ポートの使用

説明Port Range

RTPの UDPインバウンドおよびアウトバウンドトラフィック
(音声およびビデオストリーム)

このポート範囲を減らすようにCiscoユニファイドコミュニケー
ションマネージャを設定できます。CSFデバイスに関連付けら
れている SIPプロファイルの開始/停止メディアポートの設定を
変更します。

16384-32767

サポートされるコーデック

オーディオコーデック

• G.722

• G.722.1 (24および 32k)

G.722.1はCiscoユニファイドコミュニケーションマネージャ8.6.1以降でサポートされます。

• G.711 A-law

• G.711 u-law

• G.729a

• Opus

Opusは、Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ 11.0以降でサポートされていま
す。

ビデオコーデック:H.264/AVC

要件: Windowsシンクライアント

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみがサ

ポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能しなくな

る可能性があります。

Important

Microsoft Windowsシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB
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• CPUモバイル AMD Sempronプロセッサ 3600 +、2 GHz Intel Core 2 CPU、または T7400 (2.16
GHz

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Microsoft Windows:シンクライアントにインストールされています。

• Microsoft Windows 7（32ビット）

Windows 7 (KB4019990)の更新が必要です

• Microsoft Windows 7（64ビット）

X64ベースのシステム (KB4019990)のWindows 7の更新が必要です

• Microsoft Windows 8（32ビット）

• Microsoft Windows 8（64ビット）

• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）

• Microsoft Windows 10（64ビット）

• Windowsシン PC 32 –ビット

VDI版 Cisco Jabber Softphone Windowsは、Microsoft .NET Frameworkまたは Javaモジュールを必
要としません。

Note

Windows Embedded Standardシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUのパフォーマンスは、ビデオの最大解像度に影響します。Windows Embedded Standardシ
ンクライアントでは、予想される解像度は CPUによって異なります。

•クアッドコア AMD GX-420CA SOC 2 GHzまたは類似の最大 720p

•デュアルコア AMD G-T56N 1.65 GHzまたは類似の240pまで
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• Eden X2 U4200 1 GHzまたは同様の CPUを介したデュアルコアによる音声のみのサポー
ト

これらのハードウェア仕様は、予想される解像度のガイドラインにすぎ

ません。その他の要因は、ビデオの解像度に影響を与える可能性があり

ます。

Note

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Windows Embedded Standard:シンクライアントにインストールされています。

• WES Windows Embedded Standard

Windows Embedded Standard 7 (KB4019990)の更新が必要です

• Windows Embedded Standard 7 (64ビット)

64-bit Systems (KB4019990)用のWindows Embedded Standard 7の更新が必要です

• Windows Embedded Standard 7 (64ビット)

64-bit Systems (KB4019990)用のWindows Embedded Standard 8の更新が必要

• Windows 10 IoT Enterprise

Citrix Workspace Appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

• Windows 4.4の場合は Citrix受信者 (ICA)、最大4.12

• Windows 1808の場合は Citrix Workspace App (ICA)、最大1907

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Microsoftストアからダウンロードさ
れた Citrix Workspaceアプリをサポートしていません。

Important

• Windows 4.1.0の VMwareホライズンクライアント、4および最大 5.0

(バージョン 4.3および 4.4はサポートされていません)。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。
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Cisco JVDIクライアントをインストールする前に、Citrixの受信側または VMwareホライズンク
ライアントをシンクライアントにインストールします。

Citrix環境からVMware環境（またはその逆）に変更する場合は、Cisco JVDIクライアントを再イ
ンストールします。

Important

制限事項と制約事項

コール制御アクセサリ

アクセサリコール制御 (通話量の調整、電話の応答または通話の終了、音声のミュート)は、互換
性のあるヘッドセットでサポートされています。他の一部のヘッドセットは基本的な機能を提供

しますが、アクセサリVDI版 Cisco Jabber Softphoneコール制御機能は使用できません。互換性の
あるヘッドセットとその他のアクセサリの完全なリストについては、https://www.cisco.com/c/en/us/
products/unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlを参照してください。

コール保持

“「存続可能性」”とも呼ばれるコールの保持は、VDI版 Cisco Jabber Softphoneではサポートされ
ていません。ネットワークの中断が発生し、Cisco Jabberがコール保持モードになると、VDIユー
ザに対してコールがドロップされます。

接続方法の変更

JVDIクライアントをインストールする前に、必ず Citrixまたは VMwareをインストールする必要
があります。したがって、次のいずれかの変更を行った後に、JVDIクライアントを再インストー
ルする必要があります。

• Citrixまたは VMwareのアップグレード

• Citrixから VMware、または VMwareから Citrixへの切り替え

Cisco Jabberの機能

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース12.7ではCisco Jabber、次の点を除き、Windowsリリース
12.7のすべての機能がサポートされています。

•アプリケーション共有（Application sharing）

• [ハブ（Hub）]メニューからのオーディオデバイスの選択

• Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）

•カスタム連絡先の移行

•遠端カメラ制御（FECC）

•連邦情報処理標準 140-2（FIPS 140-2）および情報保証（IA）のコンプライアンス
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•改善されたビデオ解像度

• Cisco Jabber Jabberへのコール

• Cisco Jabberデスクフォンビデオ（シンクライアントがユーザのデスクフォンに接続してい
る場合にデスクトップ上に表示されるビデオ）

• Kerberosおよび共通アクセスカード（CAC）とシングルサインオン（SSO）

VDI版 Cisco Jabber Softphone は CACをサポートせず、SSOでのみ Kerberosをサポートしま
す。

• PreferP2PDesktopShare（Cisco Jabber構成ファイルにある、ビデオ共有を介して人物間の画面
共有を優先順位付けするための構成パラメータ）

•ワイヤレス画面共有

Citrixを使用したリアルタイムのWebcamの HDX

VDI版Cisco Jabber Softphone カメラのHDXプラグアンドプレイはサポートされていません。Citrix
カメラのインタラクションに HDX Webcamを使用することを推奨します。

リモートディスプレイプロトコルのサポート

VDI版 Cisco Jabber Softphone Citrixの場合、VMwareおよび ICAでは PC上の IP (PCoIP)のみがサ
ポートされます。

SIPプロファイル

Ciscoユニファイドクライアントサービスフレームワーク (CSF)デバイスを作成する場合は、デ
バイスのSIPプロファイルを指定します。SIPプロファイルでは、登録タイマーおよびキープアラ
イブタイマー、メディアポート、サイレント制御など、電話機の特定の SIP情報を提供します。

セキュア電話プロファイルを選択した場合は、Certificate Authority Proxy Function (capf)認証モード
をNull文字列で指定しないでください。この設定をVDI版Cisco Jabber Softphone と併用すると、
Cisco Unified Communications Managerへの Cisco Jabber登録に失敗します。

Important

VMwareビューでは、USBカメラリダイレクションはサポートされていない

USBカメラリダイレクションは、VMwareビューではサポートされていません。

VMwareのサポート

VDI版Cisco Jabber Softphone ディスプレイスケーリングモードはサポートされていません。ユー
ザは [VMware Options]メニューを確認し、[ Allow Display Scaling ]がオフになっていることを確
認する必要があります。

VDI版Cisco Jabber Softphone フルスクリーン表示のみをサポートします。windowsモードはサポー
トされていません。
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パフォーマンスと動作に関するメモ

Jabra Bluetoothデバイスの設定の調整

ほとんどの Jabra Bluetoothデバイスでは、オーディオパスの立ち上げ時に短時間の遅延（約 1～
3秒）が発生します。サポートされている Jabra Bluetoothデバイスの場合、Jabra Directでデバイス
設定を変更すれば遅延をなくせます。詳細については、Jabraのウェブサイトをご覧ください。

Before you begin

Jabra Directをインストールする必要があります。

Procedure

Step 1 Jabra Directを開きます。

Step 2 設定を変更する Jabraデバイスをクリックします。

Step 3 [設定（Settings）]をクリックします。

Step 4 [ソフトフォン（PC）（Softphone (PC)）]をクリックして展開します。

Step 5 [優先ソフトフォン（Preferred softphone）]リストから、[Cisco Jabber]を選択します。

Step 6 [電話回線を開く（Open phone line）]を [オン（On）]に設定します。

Step 7 [PCオーディオ（PC audio）]を [オフ（Off）]に設定します。

Step 8 [適用（Apply）]をクリックします。

カメラのホットスワップ

VDI版 Cisco Jabber Softphone では、通話の開始時にビデオの品質が設定されます。サポートされ
ている HDカメラのいずれかで通話を開始してから、標準解像度のカメラに切り替えると、ビデ
オの品質が影響を受けます。カメラの切り替えは、通話と通話の間で行うことをお勧めします。

シンクライアントにインストールされた Cisco Jabber

Cisco Jabberをシンクライアントにインストールしないことをお勧めします。Cisco Jabberをシン
クライアントにインストールする場合は、ユーザがホストされた仮想デスクトップにログインす

る前にCisco Jabberからサインアウトしてください。VDI版Cisco Jabber Softphone は、Cisco Jabber
が HVDにインストールされている場合にのみ動作します。

Echo Cancellation

エコーキャンセレーションは、音声コールに対してのみ有効になります。

Jabraファームウェア

すべての Jabraデバイスが最新のファームウェアを実行していることを確認します。Jabra Direct
を使用してファームウェアを更新できます。詳細については、Jabraのウェブサイトをご覧くださ
い。

『 Cisco Jabber Softphoneのリリースノート』：VDI-Windowsリリース 12.7
11

パフォーマンスと動作に関するメモ



ビデオコーデックのパフォーマンス

ソフトウェアのデコードは CPUに大きく依存します。下位の Cpuを使用したCisco JVDI Clientの
推定 cpu使用率は次のとおりです。

• 1.5 ghz、デュアルコア CPU: 65%(55 to75%)

• 1.5 GHz、クアッドコア CPU：35％（25〜45％）

組み込みのハードウェアデコーダを搭載したカメラを使用すると、CPUの負荷が軽減されます。

注意

バグの重大度レベル

既知の不具合またはバグには、不具合の優先度を示す重大度レベルが設定されています。これら

のリリースノートには次のバグタイプが含まれています。

•重大度レベル 1または 2のすべてのバグ

•重大度レベル 3の重要なバグ

•重大度レベル 6の機能拡張要求を除く、お客様が発見したすべてのバグ

説明重要度

ほぼ一般的な状況において、システム全体が機能不全に陥る、または主なサブ

システムの動作が停止する、またはネットワーク上の他の装置が妨害を受ける

が、回避策がありません。

1壊滅的
（Catastrophic）

重要な機能が使用できなくなり、回避策がありません。その他の機能および残

りのネットワークは正常に動作します。

2重大（Severe）

異例の状況で機能不全に陥るか、重要度の低い機能がまったく使用できなくな

ります。または、その他の機能不全に陥りますが影響を小さくする回避策はあ

ります。

ドキュメンテーションバグの最も高いレベル。

3中程度
（Moderate）

極めて異例の状況で機能不全に陥りますが、動作は基本的に特に操作しなくて

も回復します。ユーザは回避策を講じる必要はなく、パフォーマンスへの影響

は許容範囲内です。

4軽微（Minor）

システムの機能に対する悪影響はありません。5表面的
（Cosmetic）

新機能または機能改善に対する要求です。6機能強化
（Enhancement）
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バグの検索

ここに示されていないバグを検索するには、バグ検索ツールを使用します。

Procedure

Step 1 バグ検索ツールにアクセスするには、 https://tools.cisco.com/bugsearch/searchをクリックします。

Step 2 自分の Cisco.comのユーザ IDとパスワードでサインインします。

Step 3 特定の問題の情報を検索するには、[検索（Search for）]フィールドにバグ ID番号を入力してEnter
を押します。または、製品およびリリースで検索できます。

リリース 12.7(1)で未解決の問題

このリリースに未解決の不具合（バグ）はありません。

リリース 12.7 (1)で解決済みの問題

次の表が、このリリースで修正される問題 (バグ)の注意事項です。

説明重大度警告 ID番号

ビデオコールで JVDI ClientのWindows 7のコール制御が表示さ
れない

2CSCvr46635

VXMEビデオが無効になっているにもかかわらず自動的に開始
される

3CSCvr63558

リリース 12.7で未解決の問題

説明重大度警告 ID番号

VXME 11.9からの SIP遅延。2CSCvq33970

リリース 12.7で解決済みの問題

次の表が、このリリースで修正される問題 (バグ)の注意事項です。

説明重大度警告 ID番号

Jabber前のコールからのビデオのほんの一瞬が見られます3CSCvk25632

VDIのWindows用 Jabberのリダイレクトされたコールの発信者
ID表示

3CSCvq22868

[VMware]JVDIソフトフォンが再接続されません3CSCvq59211

Jabber HVDは Exp-E証明書を検証できません3CSCvr15121
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説明重大度警告 ID番号

VXME for Windows 12.6.1-シンクライアントデスクトップに保
存された jabber.logファイル

4CSCvr13324

[電話の会話（Call Conversation）]ウィンドウの [デバイス選択
（Device Selection）]メニュー

6CSCvp95567
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